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金
剛
寺
は
、寛　

政
10
年（
１
７

９
８
）の
開
基
と
『
加
西
郡
誌
』

に
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

庚こ
う

申し
ん

堂
前
に
残
る
方
形
の

手
水
ち
ょ
う
ず

鉢ば
ち

は
、長
さ
80
㎝
、幅
46
㎝
、

高
さ
63
㎝
の
凝
灰
岩
製
で
、上

面
に
は
深
さ
約
20
㎝
の
方
形
の

水
溜
穴
を
掘
り
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
手
水
鉢
の
い
わ
れ
は
分　

か

ら
な
い
も
の
の
側
面
に
は
元
禄

12
年
（
１
６
９
９
）の
年
号　

を
刻

ん
で
い
ま
す
。
当
初
か
ら
同
寺
で

使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、ま
た
開

基
の
年
号
が
正
し
け
れ
ば
、１
０

０
年
は
古
く
な
り
伝
承
ど
お
り

同
寺
に
は
前
身
と
な
る
他
宗
派

寺
院
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、山
門
横
に
は
、首
と
手

足
が
と
れ
て
し
ま
っ
た
凝
灰
岩

製（
高
室
石
）の
延え
ん

命め
い

地じ

蔵ぞ
う

が
祀

ら
れ
て
い
ま
す
。
台
座
か
ら
肩
ま

で
の
高
さ
は
約
１
ｍ
あ
り
、台
座

に
宝
暦
辰
年
（
１
７
６
０
）と
い

う
年
号
を
読
み
と
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
地
蔵
は
、背
面
に
刻
ま

れ
た
文
様
か
ら
い
わ
ゆ
る
背は
い

面め
ん

十じ
ゅ
う
字じ

異い

形
ぎ
ょ
う
地じ

蔵ぞ
う

の
一
種
と
し
て

考
え
ら
れ
て
い
る
一
群
の
地
蔵

で
あ
り
、漢
数
字
「
一
」
状
の
文

様
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
文

様
は
、当
市
に
特
有
の
文
様
で

あ
り
近
隣

市
町
で
は
、

今
の
と
こ

ろ
類
例
を

見
な
い
の

が
実
情
で

す
。
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加西市が毎年全国公募している、子ども
を想い、親を想い、そしてふるさとを想う
「愛」のメッセージ、『愛の詩』には、昨年
度も多数の作品が寄せられました。それは
全国各地に及び、遠くはオーストラリアか
らも応募があったことに、この「愛の詩」
の広がりを感じます。
今回「愛の詩賞」を受賞されたフジノハル

ミさん（兵庫県）の作品を紹介いたします。

背　　中
フジノ ハルミ

耳の聞こえない父は
私の声を背中で聞いたんだって
幼い私をおんぶして
背中に響く私の声に
「ハルミ　コエ　アリマスカ」
と　嬉しそうに
祖母に聞いたって
祖母は
「うん　あります」
と　涙ぐんだと…
あれから四十年
父に寄り添うこともなくなった今でも
私の声は
まだ　あの背中にあるのだろうか
「ハルミ　コエ　アリマスカ」
と言った父の顔を
年老いた父の背中ごしに探している

愛と人権

石造文化財編

（野条町）

金剛寺の
石造物盪
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